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１．研究の目的

我々の』情報処理能力は有限であるので、ものを見るときに視野内の全ての`盾報を処理する

ことはできない。そのため、視野内の特定の領域の情報を優先的に処理している。この機構

は視覚的注意と呼ばれる。

視覚的注意の研究はまず２次元平面上で行われてきた。Treisman＆Gelade(1980)は自

身の『統合特徴理論』の中で注意をＳｐｏｔＬｉｇｈｔにたとえた。また、Ｅｒｉｋｓｅｎ＆

St・James(1986)はZoomlens説を唱え、注意領域では注意資源とサイズとはトレードオフ

であると主張した。

このように視覚的注意の性質について研究が行われてきたが、ではその移動特性はどのよ

うなものであるのだろうか。移動の連続』性については、Ｄｏｗｎｉｎｇ＆Ｐｉｎｋｅｒ(１９８５)や

Tsal(1983)らは距離の増加と反応時間の増加との関係から、注意領域の移動が、眼球運動

のような飛躍的なものではなく連続的に移動すると主張しているが、ここで（１）注意領域

の移動が連続的であれば、移動途中にある刺激への反応が促進されるはずである。

また、奥行き方向で注意領域が移動する場合、奥から手前へ移動するほうがその逆よりも

速いという奥行き方向での異方性が見られている（Ｄｏｗｎｉｎｇ＆Ｐｉｎｋｅｒ.（１９８５)、

Gawryszewskietal.(１９８７)、「ラバーバンド効果」ＭｉｕｒａｅｔａＬ(２００２))が、では（２）

他方向での移動における異方性はあるのだろうか。さらに、（３）視覚的注意が奥行き』情報

を持ち、かつ異方性があるのであれば、２次元的には同一の刺激でも含まれる奥行き情報に

よって移動の仕方が変化するのではないだろうか。

そこで本実験では上記の３点を検証することを目的とした。（１）については以下のよう

な手法で検証できるものと考えられた。まず注意領域を特定の位置に固定しておき、それか

ら指定した位置へ移動させる。この始点を注視点とし、終点を数字とし、始点と終点との間

に別の数字を配置する。ここで終点の方向と位置を示してから終点が呈示されるまでの時間

(ＳＯＡ）をＯｍｓから増やしていけば、上記の仮定にたてば、ある時間で途中の数字の正答

率がピークになり、その後終点の数字の正答率が上がりやがて一定になるはずである。（２）

については、注視点からの移動時間および（１）で挙げた各数字への正答率を比較すること

で検証できると思われた。（３）については、上記の数字の配列が奥行きを含まない条件(垂

直な壁)と含む条件(天井)とを比較することで検証できると考えられた。これらをまとめ、プ

ロジェクタにより天井および壁に注視点と数字列を呈示する実験とした。
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２．実験方法

被験者：金沢大学の大学生６名（男、１９歳～２４歳)。全被験者は裸眼あるいは矯正視力

で通常の視力を有していた。

実験装置：刺激呈示用プロジェクタにＳＡＮＹＯ社製プロジェクタＬＰ－ＸＧ１１０を用いた。被

験者の反応キーにＬＯＧＩＴＥＣ社製テンキーを用いた。刺激呈示・記録に

ＣＥＤＲＵＳ社製ソフトウェアSuperLabProver20とＴＯＳＨＩＢＡ社製ノートブ

ック型パソコンDynabookSatellite2270を用いた。

被験者の配置：実験は金沢大学文学部棟２階の廊下で行った。同廊下の天井と床間の高さは

240ｃｍであった。実験では、プロジェクタをラックに載せ、中心点の位置が条件間で等し

くなるようラックの高さおよび位置を調節し、天井および天井から垂らしたスクリーンに刺

激を呈示した。被験者は椅子に座り、顎台に顎を乗せ天井と床との中間の高さである

120ｃｍの高さから刺激図形を観察した(図１)。
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図１横から見た、被験者およびプロジェクタから各刺激までの距離と位置(左:垂直条件、右:天井投影条件、右図の数字

１～５は注視点の位置を表し、３を中心として１．２．４．５が注視点の上下の刺激呈示位置を表す、単位〔ｍｍ〕）

実験手順：被験者の課題は、試行中つねに注視点（あるいは注視点の位置に呈示された数字）

を見つめながら指定された位置に見えた数字を手元のテンキーを押すことによってできるだ

け早く正確に答えることであった。注視点の呈示(１０００，s)、手がかり呈示(66,s)、注視点

(Ｏｍｓ～２４０，s、４０，ｓごとに８段階)、４あるいは３つの数字列(66,s)、注視点(被験者の

反応があるまで持続)の順の呈示を１試行とした。注視点の形は十字と円を重ねたもので、手

がかりは十字であり、大きさは注視点･手がかりとも視角で０．７５゜であった。ターゲット数

字は２．３．５．６の４種のうちの４つあるいは３つであり、同じ大きさに見えるように手前(上）

から奥(下)にかけてそれぞれ、約１４０゜.Ｌ３９゜・１．３５゜．Ｌ３３．．１．３１゜の視角を張

っていた。これら大きさの比率はプロジェクタの投影特』性により決定した。注視点と上下両

端の数字との視覚は４゜であり、注視点の両隣の数字のそれは２゜であった。注視点の位置

を条件間で等しくするため、天井条件では垂直条件の刺激図形を左に２２．５゜傾けたものを用

い、被験者の右側から天井に投影した。刺激の色は全て白色であり、背景は黒色であった。
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被験者の注意をひくために、注視点の上下２ケ所づつと注視点１ケ所の計５ケ所の位置の

いずれか１ヶ所に上述の手がかりが呈示された。その後、注視点以外に手がかりが呈示され

た場合は注視点の上下に４つの数字列が、注視点の位置に呈示された場合は注視点が消え、

その位置と上下に３つの数字列(図２)がそれぞれ呈示された。被験者は手がかりが呈示され

た位置にある数字をできるだけ早く正確にテンキーを押して答えた。手がかりの５つの位置

と数字列はランダムに呈示された。これらの試行を１条件に４８０試行(５呈示位置×１２種

のターゲット文字列×８段階のＳＯＡ)行い、天井に投影する条件と天井から垂らしたスクリ

ーンに提示する条件との２条件を設け、被験者内要因とした。実験では全試行の反応時間と

反応キーが記録された。

。
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図２数字列の例(左:注視点と数字列、右:注視点の位置に手がかりが提示された場合の数字列、「2｣の位置が注視点の呈示
されていた位置）

3．結果

天井投影条件と垂直条件とを合わせたターゲ

ット位置ごとの平均反応時間の値およびグラ

フを図３に示した。ここで、ターゲット位置

の数字は３が注視点の位置を表し、２．４がそ

れぞれ上･下の隣の位置、1.5が上･下の両端

の位置を表している。注視点の位置への反応

時間は６４２．７，ｓであった。その両隣の位置

への反応時間は注視点のそれよりも早く、２
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図３ターゲット位置ごとの反応時岡

（2条件含む）

で５８７，s、４で５９１，ｓであった。両端への反応時間は１で６２７．５，s、５で６４４４，ｓであ

った。また、両条件を合わせた位置ごとの平均正答率は、１から順に、８１．９％、８４．３％、

97.5％、82.5％、79.5％と注視点の位置で最も高かった。

1３－



条件別では、天井条件での位置ごとの平均

反応時間が１から順に、６９１６，ｓ、

５９２．０，ｓ、６４３．１，s、６０６．１，s、６８２．２，ｓ

であったのに対し、垂直条件では、それぞれ

５７０．０，s、５５４．６，s、６２６．３，s、５５１．０，s、

599.3,ｓと短かった(図４)。天井条件のほう

が、注視点から離れるにつれて反応時間が増

加していた。また、正答率は天井条件で１か

､4％であり、垂直条件ではそれぞれ、83.9％、
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らｌｌ頃に、80.0％、82.7％、97.7％、81.2％、77.4％であり、垂直条件ではそれぞれ、83.9％、

85.8％、97.2％、83.8％、81.5％であった。両条件とも注視点の位置への正答率が最も高か

った。両条件を比較すると、条件ごとの平均反応時間６０３．０，s(垂直条件)と634.4,s(天井

条件)についてＴ検定を行った結果有意差が見られた(ｐ＜､０１)。また、各位置についてＴ検

定を行った結果、中心以外の各位置で垂直条件の方が有意に早かった(ｐ＜01,1,4,5の位置，

p<､０５，２の位置)。また、条件内で位置ごとの反応時間を比較した(１と５，２と４)ところ、

天井条件では差が見られなかったが、垂直条件では１への反応が５への反応よりも有意に早

かった(ｐ＜､０５)。

各位置でのＳＯＡと正答率との関係を図

５に示した。これより、ＳＯＡが０，ｓの

時は１．５に呈示された数字の正答率が７０％

ほどであったが、以降上昇し、両位置とも

１２０～１６０，ｓで最も正答率が高かった。一

方、ターゲットが両端の時の、その手前の

数字への誤答率は、２の位置ではＳＯＡの

増加に伴いチヤンスレベルの２５％付近に落

ちたがＳＯＡが２８０，ｓのときには上昇し

た。一方４の位置では４５％付近でほぼ横ば

いであった。
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４．考察

１）連続性

結果から、注視点を除き注視点から離れるほど反応時間が増加したこと、ＳＯＡが増加す

るにつれ正答率が上昇しその後一定となったこと、そして２の位置への誤答が短ＳＯＡでは

高くその後下降したことから、移動の連続`性については連続的であると言えると考えられ

た。しかしながら本実験では移動途中の位置が各方向１個所づつしかなかったため、注意領

域のサイズの影響を受けている可能性がある。このことは、近距離で小さい数字を用い、７

あるいは９位置を設定すると移動途中の処理促進の有無がより確認できると考えられる。
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２）異方性

垂直条件において、１への反応が５への反応より有意に早かったことから、２次元平面上

での移動は上への移動の方が早いと思われた。このことは、重力が視野の下方向に働き、そ

のため物や地面が視野の下に常にあるというレイアウトと関係があるのだろうか。通常、物

が上からこちらに向かってくることは少なく、そのような特異な事象にすばやく対応するた

めに上への反応が早いのかもしれない。

３）奥行きの影響

天井条件の方が垂直条件よりも反応時間が有意に長かった。このことから、奥行きが何ら

かに関係していると考えられる。注視点から離れるにつれ条件間の位置ごとの反応時間の差

が大きくなっていたことから、注意領域が奥行き方向に移動していたと見ることもできる。

ところで、両条件の視覚的な違いとして網膜像差による注視点前後の像のぼやけの有無、焦

点深度による注視点前後の像のピンぼけの有無が考えられる。これらの影響により、注視点

以外の像が天井条件では見難く、それゆえ判断に時間を要した可能性がある。この検証は、

垂直条件で注視点以外の像を天井条件で見えているようにずらし、ぼかした刺激を用いた条

件により比較できると考えられる。これら２つの要因は、刺激提示位置を更に遠くすれば解

決できると考えられる。

天井条件では上下方向の反応時間の間有意差は見られなかった。一方、垂直条件では上へ

の反応のほうが早かった。各位置ごとの平均反応時間について、天井条件のそれから垂直条

件のそれを引いたものが奥行きの移動時間であり、この移動時間は位置１から順に、

１２１．３，s、37.4,s、１６．８，s、５５．１，s、８２．９，ｓと、手前への移動の方が奥よりも遅かっ

た。これらのことから、本実験でも視覚的注意が奥行き表象を含むとするし記の考えに立て

ば、本実験ではラバーバンド効果(Ｍｉｕｒａｅｔａｌ.(２００２))は見られなかった。奥行きの影響に

ついては、前述の｢床に投影する条件」を追加し、他条件と比較するとより正確に検証でき

ると考えられた。

結論

連続`性：注意領域の移動は連続的である

異方性：２次元平面上での移動は上への移動の方が早い

奥行きの影響：注意領域が奥行き方向に移動していたと考えられる
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